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１．2026年１月期第３四半期の連結業績（2025年２月１日～2025年10月31日）

（１）連結経営成績(累計) (％表示は、対前年同四半期増減率)

売上高 調整後EBITDA 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2026年１月期第３四半期 6,087 23.2 1,109 52.1 893 58.9 896 60.6 610 73.9

2025年１月期第３四半期 4,940 16.0 729 24.3 562 16.2 558 15.8 351 14.4
(注)１. 包括利益 2026年１月期第３四半期 612百万円( 73.0％) 2025年１月期第３四半期 353百万円( 16.8％)

２. 調整後EBITDA＝営業利益＋減価償却費＋のれん償却費＋長期前払費用償却＋株式報酬費用

１株当たり
四半期純利益

潜在株式調整後
１株当たり
四半期純利益

円 銭 円 銭

2026年１月期第３四半期 16.47 －

2025年１月期第３四半期 9.47 9.47

(注)2026年１月期第３四半期の潜在株式調整後１株当たり四半期純利益については、希薄化効果を有している潜在株式
が存在しないため、記載しておりません。

（２）連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率

百万円 百万円 ％

2026年１月期第３四半期 5,213 3,639 68.2

2025年１月期 5,384 3,768 68.5
(参考) 自己資本 2026年１月期第３四半期 3,558百万円 2025年１月期 3,689百万円

２．配当の状況

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2025年１月期 － 0.00 － 20.00 20.00

2026年１月期 － 0.00 －

2026年１月期(予想) 20.00 20.00
(注) 直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無

３．2026年１月期の連結業績予想（2025年２月１日～2026年１月31日）

(％表示は、対前期増減率)

売上高 調整後EBITDA 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する当期純利益

１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 8,600 21.8 1,440 25.8 1,150 26.2 1,145 26.2 770 12.0 20.78

(注) 直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無



※ 注記事項

（１）当四半期連結累計期間における連結範囲の重要な変更 ： 有

新規 １社（社名）株式会社ＫＳ不動産パートナーズ、 除外 ―社

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 無

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 有

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無

（４）発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む) 2026年１月期３Ｑ 39,063,600株 2025年１月期 39,063,600株

② 期末自己株式数 2026年１月期３Ｑ 1,988,126株 2025年１月期 1,988,126株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 2026年１月期３Ｑ 37,075,474株 2025年１月期３Ｑ 37,057,094株

※ 添付される四半期連結財務諸表に対する公認会計士又は監査法人によるレビュー ： 無

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項
本資料における予想値及び将来の見通しに関する記述・言明は、弊社が現在入手可能な情報による判断及び仮定に
基づいております。その判断や仮定に内在する不確実性及び事業運営や内外の状況変化により実際に生じる結果が
予測内容とは実質的に異なる可能性があり、弊社が将来予測に関するいかなる内容についてもその確実性を保証す
るものではありません。
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

当第３四半期連結累計期間におけるわが国経済は、雇用・所得環境の改善を背景に、緩やかな回復基調が継続し

ております。しかしながら、海外の経済・物価動向、資源価格の動向、企業の賃金・価格設定行動など、先行きは

依然として不透明な状況であります。

当社グループは、わが国の高齢社会の進展に伴うさまざまな社会課題の解決をミッションとして、さまざまな情

報やサービスを提供しています。長期にわたる高齢化の進展や、少子化・都市への人口集中など日本社会を取り巻

く大きな環境の変化は、家族関係の変化や単身世帯の増加などを生み出しており、そうしたことを背景にいわゆる

「終活」に対する社会的関心は高まりを見せております。

このような状況のなか、当社グループは、従前からのお墓・仏壇・葬儀といった事業に加え、相続や不動産等の

アセットマネジメント事業、介護事業、全国の地方自治体との取り組みである官民協働事業など新たなサービスを

積極的に行うことで、わが国における「終活インフラ（＝国民の生活と支える基盤）」の構築を目指しておりま

す。

当期においては、官民協働事業の売上高が前年同期比で+42.7％と大きく伸長しております。また、介護事業に

おいては、売上高が前年同期比+20.9％、葬祭事業においても、売上高が前年同期比+13.0％と堅調に推移しており

ます。

この結果、当第３四半期連結累計期間の業績は、売上高は6,087,919千円（前年同期比23.2％増）、営業利益

893,866千円（前年同期比58.9％増）、経常利益896,839千円（前年同期比60.6％増）、親会社株主に帰属する四半

期純利益610,590千円（前年同期比73.9％増）となりました。

なお、当社は終活事業の単一セグメントであるため、セグメント別の業績の記載をしておりません。

（２）財政状態に関する説明

（流動資産）

当第３四半期連結会計期間末の流動資産は2,837,043千円（前連結会計年度末比615,709千円減）となりまし

た。主な要因としては、現金及び預金の減少618,770千円、売掛金の減少25,648千円であります。

（固定資産）

当第３四半期連結会計期間末の固定資産は2,376,832千円（前連結会計年度末比445,508千円増）となりまし

た。主な要因としては、ソフトウェアの増加81,383千円、ソフトウェア仮勘定の増加113,264千円、のれんの増

加164,638千円、繰延税金資産の増加93,358千円であります。

（流動負債）

当第３四半期連結会計期間末の流動負債は1,155,453千円（前連結会計年度末比10,220千円増）となりまし

た。主な要因は、未払金の増加16,017千円、未払消費税等の増加14,583千円、前受金の増加34,645千円、責任準

備金の減少24,659千円、未払法人税等の減少52,205千円であります。

（固定負債）

当第３四半期連結会計期間末の固定負債は419,300千円（前連結会計年度末比51,073千円減）となりました。

主な要因は、繰延税金負債の減少12,937千円、保証履行引当金の減少28,563千円であります。

（純資産）

当第３四半期連結会計期間末の純資産は3,639,173千円（前連結会計年度末比129,404千円減）となりました。

主な要因は、利益剰余金の減少130,919千円であり、自己資本比率は68.2%であります。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

通期の連結業績予想につきましては、現時点では2025年３月13日に公開した連結業績予想から変更はありませ

ん。今後、経済情勢等の変化により業績等に著しい変動が生じた場合には、速やかに開示いたします。
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２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表

(単位：千円)

前連結会計年度
(2025年１月31日)

当第３四半期連結会計期間
(2025年10月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 2,085,473 1,466,702

売掛金 1,274,522 1,248,873

製品 1,730 1,870

仕掛品 1,992 1,938

貯蔵品 3,104 3,269

前払費用 104,700 134,187

仮払金 4,584 751

その他 6,756 5,706

貸倒引当金 △30,111 △26,257

流動資産合計 3,452,752 2,837,043

固定資産

有形固定資産

建物（純額） 181,500 178,135

構築物（純額） 2,269 2,184

工具、器具及び備品（純額） 46,015 48,055

船舶（純額） 908 592

土地 73,336 73,336

建設仮勘定 115,190 139,514

その他（純額） 3,031 1,157

有形固定資産合計 422,253 442,976

無形固定資産

ソフトウエア 449,894 531,277

ソフトウエア仮勘定 176,925 290,189

のれん 105,659 270,297

その他 1,143 1,143

無形固定資産合計 733,623 1,092,908

投資その他の資産

投資有価証券 324,521 325,623

繰延税金資産 58,087 151,445

敷金及び保証金 138,245 167,798

保険積立金 133,752 89,650

長期前払費用 33,207 18,796

供託金 56,031 56,031

その他 31,600 31,600

投資その他の資産合計 775,447 840,946

固定資産合計 1,931,323 2,376,832

繰延資産 109 51

資産合計 5,384,184 5,213,926
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(単位：千円)

前連結会計年度
(2025年１月31日)

当第３四半期連結会計期間
(2025年10月31日)

負債の部

流動負債

買掛金 84 556

支払備金 33,581 33,969

責任準備金 232,284 207,625

1年内返済予定の長期借入金 13,164 12,539

未払金 448,174 464,191

未払法人税等 193,122 140,917

未払消費税等 69,812 84,395

前受金 122,534 157,179

賞与引当金 6,328 10,722

預り金 25,298 30,469

その他 847 12,887

流動負債合計 1,145,232 1,155,453

固定負債

長期借入金 54,214 44,966

役員退職慰労引当金 11,890 6,730

退職給付に係る負債 40,256 45,177

資産除去債務 628 628

繰延税金負債 22,827 9,890

長期前受金 1,254 1,168

保証履行引当金 339,304 310,741

固定負債合計 470,374 419,300

負債合計 1,615,606 1,574,753

純資産の部

株主資本

資本金 1,058,029 1,058,029

資本剰余金 1,018,029 1,018,029

利益剰余金 2,949,066 2,818,147

自己株式 △1,336,087 △1,336,087

株主資本合計 3,689,038 3,558,119

新株予約権 786 786

非支配株主持分 78,752 80,267

純資産合計 3,768,578 3,639,173

負債純資産合計 5,384,184 5,213,926
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

四半期連結損益計算書

第３四半期連結累計期間

(単位：千円)
前第３四半期連結累計期間

(自 2024年２月１日
至 2024年10月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 2025年２月１日
至 2025年10月31日)

売上高 4,940,770 6,087,919

売上原価 2,136,376 2,807,998

売上総利益 2,804,394 3,279,921

販売費及び一般管理費 2,241,811 2,386,054

営業利益 562,583 893,866

営業外収益

受取利息 1,577 2,703

有価証券利息 - 1,101

為替差益 1,283 -

その他 106 3,358

営業外収益合計 2,967 7,164

営業外費用

支払利息 2,034 662

為替差損 - 66

支払手数料 4,954 3,451

その他 246 10

営業外費用合計 7,234 4,191

経常利益 558,316 896,839

特別損失

固定資産売却損 - 1,143

固定資産除却損 4,234 6,674

特別損失合計 4,234 7,818

税金等調整前四半期純利益 554,082 889,020

法人税、住民税及び事業税 199,655 288,040

法人税等調整額 624 △11,124

法人税等合計 200,279 276,916

四半期純利益 353,802 612,104

非支配株主に帰属する四半期純利益 2,752 1,514

親会社株主に帰属する四半期純利益 351,050 610,590
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四半期連結包括利益計算書

第３四半期連結累計期間

(単位：千円)
前第３四半期連結累計期間

(自 2024年２月１日
至 2024年10月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 2025年２月１日
至 2025年10月31日)

四半期純利益 353,802 612,104

四半期包括利益 353,802 612,104

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 351,050 610,590

非支配株主に係る四半期包括利益 2,752 1,514
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

前第３四半期連結累計期間(自 2024年２月１日 至 2024年10月31日)

１. 配当金支払額

決議 株式の種類 配当の原資
配当金の総額
(百万円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日

2024年４月19日
定時株主総会

普通株式 利益剰余金 148 4.00 2024年１月31日 2024年４月22日

２. 基準日が当第３四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第３四半期連結会計期間の末

日後となるもの

該当事項はありません。

３．株主資本の金額の著しい変動

該当事項はありません。

当第３四半期連結累計期間(自 2025年２月１日 至 2025年10月31日)

１. 配当金支払額

決議 株式の種類 配当の原資
配当金の総額
(百万円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日

2025年４月18日
定時株主総会

普通株式 利益剰余金 741 20.00 2025年１月31日 2025年４月21日

２. 基準日が当第３四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第３四半期連結会計期間の末

日後となるもの

該当事項はありません。

３．株主資本の金額の著しい変動

該当事項はありません。

（会計方針の変更）

（「法人税、住民税及び事業税等に関する会計基準」等の適用）

「法人税、住民税及び事業税等に関する会計基準」（企業会計基準第27号 2022年10月28日。以下「2022年改

正会計基準」という。）等を第１四半期連結会計期間の期首より適用しております。

法人税等の計上区分（その他の包括利益に対する課税）に関する改正については、2022年改正会計基準第20-

３項ただし書きに定める経過的な取扱い及び「税効果会計に係る会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針

第28号 2022年10月28日。以下「2022年改正適用指針」という。）第65-２項(2)ただし書きに定める経過的な取

扱いに従っております。なお、この会計方針の変更による四半期連結財務諸表への影響はありません。

（セグメント情報等）

当社グループは、終活事業の単一セグメントであるため、セグメント情報の記載を省略しております。
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（キャッシュ・フロー計算書に関する注記）

当第３四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第３四

半期連結累計期間に係る減価償却費（のれんを除く無形固定資産に係る償却費を含む。）及びのれんの償却額は、

次のとおりであります。

前第３四半期連結累計期間
(自 2024年２月１日
至 2024年10月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 2025年２月１日
至 2025年10月31日)

減価償却費 130,305千円 142,806千円

のれんの償却額 16,752 〃 45,029 〃

（重要な後発事象）

該当事項はありません。


